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高
島
市
内
で
は
、
お
米
を
は
じ
め
多

く
の
野
菜
や
果
物
な
ど
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
市
場
や
道
の
駅

の
直
売
所
な
ど
で
販
売
さ
れ
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
主
な
農
産
物
の
生
産
量
は
、

米
が
１
６
，５
０
０
ｔ
で
、
緑
黄
色
野

菜
が
５
１
４
ｔ
、
そ
の
他
野
菜
が
２
，

４
７
３
ｔ
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
畜

産
業
を
含
む
年
間
の
農
業
産
出
額
は
約

50
億
円
で
、
県
内
で
は
３
番
目
の
規
模

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
あ
た
り
の
消
費
量
か
ら
見

る
と
、
穀
物
類
で
は
生
産
量
が
消
費
量

を
大
き
く
上
回
り
、
緑
黄
色
野
菜
で
は

生
産
量
が
大
き
く
不
足
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
野
菜
は
概
ね
生
産
量
と
消
費
量

が
同
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
豆
・
イ

モ
・
果
実
類
も
生
産
量
が
不
足
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
穀
物
類
は
積
極
的

に
地
産
外
商
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
一
方
で
、
緑
黄
色
野
菜
等
は
消
費
に

対
し
て
生
産
が
少
な
く
、地
消
地
産（
地

域
が
求
め
る
も
の
を
地
域
で
作
る
）
の

考
え
か
ら
生
産
量
を
積
極
的
に
増
や
す

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ハ
ウ
ス
な
ど
に

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
農
産
ブ
ラ

ン
ド
認
証
制
度
」
で
は
、
こ
れ
ま
で

１
６
６
件
、
61
品
目
の
農
産
物
や
果
樹
、

加
工
品
が
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
証

シ
ー
ル
の
使
用
も
５
万
枚
を
超
え
、
直

売
所
等
で
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
市
で
は
11
品
目
の
野
菜
等
を

特
産
推
進
品
目
と
し
て
指
定
し
生
産
拡

大
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術

研
修
等
に
つ
い
て
は
、
県
や
各
Ｊ
Ａ
、

農
業
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
減
農
薬
減

化
学
肥
料
栽
培
研
修
会
や
販
売
先
を

確
保
し
て
い
る
ナ
ス
、
玉
ね
ぎ
、
い
ち

じ
く
の
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
学
校
給
食
で
は
、
市
内
産
食

材
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
大

根
・
ナ
ス
は
高
島
産
70
％
以
上
、
米
・

大
豆
・
卵
・
し
い
た
け
は
１
０
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
月
「
高
島
デ
ー
」
を

設
け
て
、
高
島
産
食
材
を
使
っ
た
給
食

や
月
２
回
高
島
産
の
米
粉
パ
ン
給
食
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
農
家
の
皆
さ

　

直
売
所
は
、
身
近
で
新
鮮
な
農
産

物
を
安
心
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
と
し
て
、
市
内
外
の
消
費
者

か
ら
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
。
市
内

に
は
、
10
か
所
以
上
の
直
売
所
が
あ

り
、
道
の
駅
や

Ｊ
Ａ
直
売
所
な

ど
で
販
売
さ
れ

る
農
産
物
の
売

上
げ
は
、
年
間

約
４
億
１
千
万

円
に
の
ぼ
り
ま

す
。

　

高
島
市
と
友
好
交
流
関
係
に
あ
る
、

大
阪
府
吹
田
市
の
北
千
里
で
、
毎
月
１

回
か
ら
２
回
農
商
工
連
携
に
よ
る
「〝
び

わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し
ま
〞
産
直
市
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回
約
15
店
が

参
加
し
、
平
成
23
年
度
は
約
６
５
０
万

円
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

産
業
連
携
推
進
協
議
会
事
務
局
（
高
島

市
商
工
会　

f
３
２

｜

１
５
８
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
島
産
野
菜

生
産
拡
大
に
活
路

よ
り
周
年
栽
培
に
よ
る
規
模
拡
大
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
認
証
で
販
売
促
進
図
る

顔
が
見
え
る
食
材
を
給
食
へ

ん
と
学
校
給
食
と
の
連
携
に
よ
り
地
産

地
消
を
進
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
特
産
品
振
興
室
（
f
２
５

｜

８
５
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

産
直
市
開
催
で
販
路
開
拓

直
売
所
は

地
産
地
消
・
地
産
外
商
の
拠
点

穀物類 緑黄色野菜 その他野菜 豆・イモ類 果実類

作物名 数量 作物名 収穫量 出荷量 作物名 収穫量 出荷量 作物名 収穫量 出荷量 作物名 収穫量 出荷量

米 16,500 ト マ ト 427.7 299.4 だいこん 1063.4 744.4 大 豆 61.7 43.2 か き 240.0 168.0 
六条大麦 200 ほうれん草 24.8 17.3 キャベツ 761.0 533.0 小 豆 3.8 2.7 く り 23.5 16.5 

か ぼ ち ゃ 16.4 11.5 な す 160.7 112.5 ばれいしょ 55.4 33.8 ぶ ど う 9.8 6.8 
ブロッコリー 15.1 10.5 う り 類 158.7 111.1 さつまいも 28.2 19.8 いちじく 9.5 5.5 
ね ぎ 12.9 9.0 か ぶ 類 130.3 91.2 やまのいも 2.3 1.6 日本なし 9.5 6.6 
に ん じ ん 5.9 4.1 きゅうり 82.8 58.0 アドベリー 1.9 1.3 
チンゲンサイ 5.7 4.0 玉 ね ぎ 74.1 51.9 う め 1.2 0.9 
こ ま つ な 1.7 1.2 す い か 14.4 10.1 ブルーベリー 0.7 0.5 
み つ ば 1.7 1.2 白 菜 12.2 8.5 

アスパラガス 1.1 0.7 スイート
コ ー ン 5.6 3.9 

い ん げ ん 0.5 0.4 メ ロ ン 4.6 3.2 
サニーレタス 0.4 0.3 にんにく 2.1 1.5 
ピ ー マ ン 0.4 0.3 えだまめ 1.8 1.3 

えんどう豆 0.6 0.4 
レ タ ス 0.5 0.3 

16,700 514 360 2,473 1,731 151 101 296 206.1
出典：平成22年高島市水田情報データ、滋賀県学校給食野菜供給拡大事業および22年次滋賀県農林水産統計年報より

穀物類 緑黄色野菜 その他野菜 豆・イモ類 果実類
５，０００ ２，０６６ ３，２１１ ２，２１６ １，６５４

出典：平成21年滋賀の健康・栄養マップ調査報告書より

●農産物消費量

●農産物生産量
高島市の農産物生産量と消費量

（単位：ｔ）

（単位：ｔ）

指定品目 生産基準 助成金額
キャベツ、赤かぶ、まくわ、
玉ねぎ、なす、ほうれん草、
きび、ひえ、あわ

10a当たり 10,000円

そば、なたね 10a当たり 8,000円

●地域特産物助成金

対象品目等 数量基準 補助率 補助金上限額
パイプハウスの整備（設備含む） 50㎡以上 3分の1以内 100万円以内
栗・柿・いちじく（新植・改植） 500㎡以上 3分の1以内 6万6千円以内／5a 

対象品目 数量基準 助成金額
環境こだわり米（県認証） 生産面積10a当たり 1,000円
大麦（国基準2等以上） 出荷量50kg/俵当たり 1,000円
大豆（国基準2等以上） 出荷量60kg/俵当たり 1,500円

栽培技術研修会

米粉パン給食

吹田市北千里駅前産直市

高島市農産ブランドマーク
（商標登録第076602号）


